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この『つながる にほんご ～かながわで ともに くらす～ 別冊 活動ガイド』は『つな

がる にほんご ～かながわで ともに くらす～』（以下、『つながる にほんご』）を、

さまざまな地域で日本語ボランティアをなさっている皆さんの活動に役立てていただくた

めの手引きです。本冊の『つながる にほんご』を初めて手にとられた方、あるいはもう

お使いになって、もっとうちの教室にあった使い方ができないかな、とお感じの方には、

ぜひお読みいただきたいと思います。 

 

ここでは、日本語ボランティアの方が実際の活動にいたるまでを、Ⅰ．活動を考える前

に、Ⅱ．活動を考える、Ⅲ．活動のコツ、Ⅳ．活動案／実践例とし、それぞれの章で必要

な考え方やちょっとしたスキルを掲載しました。Ⅳ章には、『つながる にほんご』本冊に

ある５つのテーマから、９つの話題を取り上げ、実際の活動案や実践例が載せてあります。 

 

同じ地域で活動していても、ボランティア、学習者それぞれの属性、活動形態は多様で

すから、「こうしてやればOKです」と一つの形を提示することは、おそらく誰にもできま

せん。学習の場は、ボランティアと学習者の双方の力で作り上げるものです。そこに教室

のおかれた地域の個性が反映されて、その地域につながり、さらには社会参加につながる

窓口になれば、素晴らしいことです。この活動ガイドが、そのためのきっかけ作りやヒン

トになれば、幸いです。 
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◆この冊子での用語について◆ 

日本国籍を持っていない人を指す場合は、「外国人」の呼称を使いました。日本語教室で学ぼうとする人

は、国籍を問わず「学習者」としました。自分の日本語を提供する側で活動する人も同様に、国籍を問

わず「ボランティア」と呼んでいます。実際の現場では支援者、進行役、教師、共同学習者等、いろい

ろな呼称が用いられていますが、これから参加したいという方への分りやすさから「ボランティア」を

選びました。なお、「ボランティア」は必ずしも無償の活動者ではありません。 
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